
っ
た
副
社
長
兼
関
西
支
社
長
Ｋ
は
、
役
員
内
に
書
類
・
物
品
類
の
持
出
、
③
Ｃ
会
社
の
設
立
、

改
革
慎
重
論
が
台
頭
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
北
‐
③
就
業
規
則
（
競
業
避
止
条
項
）
違
反
等
を
理

九
○
（
平
成
二
）
年
四
月
、
副
社
長
職
を
辞
任
由
回
１
同
月
一
三
日
付
を
も
っ
て
Ｘ
ら
を
懲
戒

す
る
に
至
っ
た
。

解
雇
と
し
た
（
以
下
、
本
件
懲
戒
解
雇
）
。
同

一
一
こ
れ
を
契
機
に
、
Ｋ
を
信
頼
し
て
き
た
時
に
、
Ｙ
会
社
は
、
改
訂
さ
れ
た
退
職
給
与
規

同
支
社
の
幹
部
従
業
員
で
あ
る
Ｘ
ら
七
名
は
、
程
（
以
下
、
本
件
新
規
程
）
に
新
た
に
挿
入
さ

同
人
の
了
承
の
下
、
Ｙ
会
社
に
競
業
す
る
新
会
れ
た
条
項
（
「
懲
戒
解
雇
に
よ
り
退
職
と
な
る

社
の
設
立
に
向
け
て
動
き
出
す
。
な
か
で
も
次
場
合
に
は
、
退
職
一
時
金
の
全
部
ま
た
は
一
部

長
で
あ
る
照
が
中
心
と
な
っ
て
、
同
支
社
従
業
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
」
以
下
、
本
件

員
に
新
会
社
へ
の
参
加
を
勧
誘
し
、
そ
の
立
ち
不
支
給
条
項
）
に
基
づ
き
、
Ｘ
ら
へ
の
退
職
金

上
げ
に
必
要
な
書
類
・
物
品
類
を
Ｙ
会
社
か
ら
を
全
額
支
給
し
て
い
な
い
。

持
ち
出
す
な
ど
し
、
同
年
六
月
一
一
五
日
に
Ｃ
会
な
お
、
本
件
新
規
程
が
Ｘ
ら
の
退
恥
指
定
日

ヨンサービス那件

労
働
判
例
研
究
：
…
労
働
判
例
研
究
会
中
内
哲
礁
譲
童
書
＃

そ
の
結
果
、
関
西
支
社
に
配
置
さ
れ
て
い
た

三
三
三
三
一
三
三
三
三
二
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
二
三
三
三
一
一
一
一
一
一
二
一
一
三
一
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
一
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
言
一
一
一
一
三
一
言
一
一
言
三
三
二
三
三
二
三
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
言
一
一
一
一
一
一
一
一
一
大
多
放
の
四
Ｏ
々
ロ
が
Ｙ
今
云
社
を
退
職
し
、
そ
の

訴
訟
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
「
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
」
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う

よ
り
も
、
変
更
就
業
規
則
そ
の
も
の
の
法
的
効
力
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
労
基
法
上
の
就
業
規
則
変
更
手
続
の
履
践
状
況
が
就
業
規
則
の
法
的
効
力
に

与
え
る
影
響
お
よ
び
就
業
規
則
の
効
力
発
生
要
件
の
二
点
が
問
わ
れ
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
、
労

基
法
施
行
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
古
典
的
論
点
で
あ
り
な
が
ら
、
学
説
・

判
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
明
確
な
判
断
枠
組
み
を
打
ち
出
せ
て
い
な

い
・

こ
う
し
た
折
、
本
判
決
は
、
双
方
の
論
点
に
つ
い
て
一
般
論
を
展
開
し
た
。
本
研
究
は
、
そ

の
意
義
あ
る
い
は
問
題
点
を
、
主
と
し
て
従
来
の
裁
判
例
と
の
比
較
を
通
じ
て
検
証
す
る
。

本
件
は
、
就
業
規
則
の
変
更
を
契
機
と
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
あ
る
が
、
近
年
、
か
か
る

ま
で
Ｙ
会
社
が
担
当
し
て
き
た
日
本
医
学
会
総

日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
件

会
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
Ｃ
会
社
が
Ｙ
会
社
に

大
阪
商
等
裁
判
所
平
成
一
○
年
五
月
二
九
日
判
決
（
平
八
（
ネ
）
三
七
四
七
号
退
職
金
等
請

比
し
て
よ
り
多
く
の
業
務
を
受
注
す
る
よ
う
に

求
躯
件
（
甲
噸
件
）
、
平
八
（
ネ
）
三
七
四
五
号
損
害
賠
償
請
求
耶
件
（
乙
事
件
）
）

な
っ
て
い
る
。

労
判
七
四
五
号
四
二
頁
、
労
経
速
一
六
九
一
号
三
頁

前
の
業
務
は
Ｃ
会
社
が
受
注
し
、
Ｙ
会
社
は
自

改
訂
き
れ
た
退
職
給
与
規
程
の
法
的
効
厩
刀
ら
が
受
注
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
ｃ
会
社
へ
委

託
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
．
さ
ら
に
、
そ
れ

●
１
１
顕
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一
国
際
会
議
や
学
会
等
の
運
営
を
業
と
す

る
Ｙ
会
社
に
お
い
て
社
内
改
革
の
推
進
役
で
あ

巳

鶴
１
１
上
挙
実
の
概
要

開
始
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
Ｘ
ら
は
、
Ｙ
会
社
に

対
し
七
月
一
五
日
を
も
っ
て
退
職
す
る
旨
を
六

月
一
一
日
付
で
伝
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｙ

会
社
は
、
①
Ｃ
会
社
へ
の
従
業
員
の
勧
誘
、
②

大
多
数
の
四
○
名
が
Ｙ
会
社
を
退
職
し
、
そ
の

管
轄
内
で
あ
っ
た
名
古
屋
・
京
都
両
支
店
な
ら

び
に
通
訳
翻
訳
課
は
し
ば
ら
く
閉
鎖
に
追
い
込

ま
れ
た
。
ま
た
、
同
支
社
が
管
轄
し
て
い
た
従

三
Ｃ
会
社
が
同
年
七
月
一
六
日
に
業
務
を



る
…
が
、

ま
た
は
懲
戒
解
雇
日
ま
で
に
従
業
員
一
般
に
周

知
さ
れ
た
形
跡
は
な
か
っ
た
。

四
Ｘ
ら
は
、
Ｙ
会
社
に
退
職
金
と
慰
謝
料

を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
（
甲
事
件
）
。
前

者
の
請
求
（
当
事
者
》
照
１
選
の
五
名
）
は
本

件
新
規
程
そ
の
も
の
の
無
効
を
、
後
者
の
請
求

（
同
唖
Ｘ
ら
全
員
）
は
本
件
懲
戒
解
雇
の
違
法

を
前
提
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
Ｙ
会
社
は
、
Ｃ
会
社
の
設
立
に

よ
り
営
業
上
の
損
失
を
被
っ
た
こ
と
を
理
由

に
、
Ｋ
お
よ
び
遥
等
を
相
手
方
と
し
て
損
害
賠

償
を
求
め
る
反
訴
を
提
起
し
た
（
乙
事
件
）
。

五
原
審
（
大
阪
地
判
平
八
・
一
二
・
二
五

労
判
七
一
一
号
三
○
頁
）
の
甲
事
件
に
関
す
る

判
断
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
退

職
金
請
求
で
は
、
原
則
的
に
本
件
不
支
給
条
項

は
Ｘ
ら
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
斑

と
斑
に
対
し
て
は
全
部
、
聡
と
鴎
に
対
し
て
は

そ
の
一
部
を
認
容
し
、
鴎
に
つ
い
て
は
棄
却
し

た
。
ま
た
、
慰
謝
料
請
求
で
は
、
本
件
懲
戒
解

一
腿
に
違
法
な
点
は
な
い
と
し
て
、
全
員
の
請
求

が
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
乙
事
件
で
は
、
具
体
的
損
害
額
が
立

証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
原
審
は
Ｙ

会
社
の
反
訴
請
求
を
棄
却
し
た
。
Ｘ
ら
．
Ｙ
会

社
と
も
に
控
訴
に
及
ぶ
。

鯵
１
判
旨

両
事
件
と
も
に
、
原
判
決
一
部
変
更
・
控
訴

一
部
棄
却
．

（
甲
事
件
）

一
「
本
件
新
規
程
は
…
そ
れ
自
体
就
業
規

則
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
就
業
規
則
と
し
て
の

…
変
更
の
有
効
性
が
問
題
と
な
る
。
労
基
法
八

九
条
…
の
届
出
義
務
…
、
同
法
九
○
条
…
の
意

見
聴
取
義
務
…
、
同
法
一
○
六
条
一
項
…
の
周

知
義
務
…
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
い
わ
ゆ
る
取
締

規
定
で
あ
っ
て
、
効
力
規
定
で
は
な
い
。
そ
れ

故
、
使
用
者
が
こ
れ
ら
の
規
定
を
遵
守
し
な
か

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
…
直
ち
に
就
業
規
則
の

作
成
ま
た
は
変
更
が
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な

い
。
」二

「
し
か
し
、
お
よ
そ
就
業
規
則
は
、
使

用
者
が
定
め
る
企
業
内
の
規
範
で
あ
る
か
ら
、

…
こ
れ
が
［
労
使
間
で
］
効
力
を
生
じ
る
た
め

に
は
、
…
広
く
従
業
員
一
般
に
知
ら
せ
る
手

続
、
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ
る
周
知

が
必
要
で
あ
る
（
な
お
、
就
業
規
則
の
効
力
発

生
要
件
と
し
て
の
右
周
知
は
、
必
ず
し
も
労
基

法
一
○
六
条
一
項
の
周
知
義
務
と
同
一
の
方
法

に
よ
る
必
要
は
な
く
、
適
宜
の
方
法
で
従
業
員

一
般
に
知
ら
さ
れ
れ
ば
足
り
る
）
。
」

三
「
…
［
事
実
の
概
要
三
に
記
載
さ
れ
た

Ｙ
会
社
従
業
員
に
対
す
る
周
知
が
な
か
っ
た
と

の
事
実
等
が
存
在
す
る
］
場
合
に
は
、
就
業
規

則
［
の
］
変
更
…
は
、
原
則
と
し
て
：
．
そ
の
効

力
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。
…
［
特
段
の
事
惜
が
認
め
ら
れ
な
い
本
件

に
お
い
て
は
］
、
本
件
新
規
程
は
Ｘ
ら
と
の
関

係
で
そ
の
効
力
が
な
い
。
」

四
本
判
決
は
、
右
の
よ
う
に
述
べ
て
、
Ｘ

ら
に
対
す
る
本
件
不
支
給
条
項
の
適
用
を
全
面

害
賠
償
額
で
あ
る
と
認
定
す
る
（
民
訴
法
二
四

八
条
）
・
」

故
、
当

基
づ
き

証
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

社
会
的

め
ら
れ

的
に
否
定
し
、
本
訴
の
退
職
金
請
求
に
つ
き
、

斑
お
よ
び
遥
に
関
し
て
の
み
で
は
あ
る
が
、
そ

の
主
張
を
全
部
認
容
す
る
内
容
で
原
判
決
を
変

更
し
た
。

ま
た
、
慰
謝
料
請
求
に
つ
い
て
は
、
懲
戒
解

雇
権
が
違
法
に
行
使
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
不
法

行
為
に
該
当
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
な
が
ら

も
、
本
判
決
は
、
原
審
に
お
け
る
の
と
同
様
、

本
件
懲
戒
解
雇
に
違
法
な
点
は
な
い
と
し
て
、

当
該
請
求
を
棄
却
す
る
。

（
乙
事
件
）

事
実
の
概
要
二
記
載
の
事
実
等
に
基
づ
け

ば
、
「
Ｃ
会
社
設
立
当
初
か
ら
多
か
れ
少
な
か

れ
そ
の
設
立
準
備
な
ど
に
秋
極
的
に
関
与
し
て

い
た
…
Ｋ
の
行
為
は
、
商
法
…
二
五
四
条
の
三

の
忠
実
義
務
な
い
し
民
法
六
四
四
条
の
善
管
注

意
義
務
の
重
大
な
違
反
で
あ
っ
て
、
不
法
行
為

法
上
も
違
法
で
あ
」
り
、
ま
た
、
「
期
が
Ｃ
会

社
を
設
立
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
Ｙ
会
社
の
業
務

を
混
乱
さ
せ
た
の
は
、
同
人
の
幹
部
職
員
と
し

て
の
地
位
に
照
ら
し
一
雇
用
契
約
上
の
誠
実
義
務

に
反
す
る
違
法
行
為
で
あ
る
。
」

「
Ｋ
、
恐
の
違
法
行
為
に
よ
り
、
Ｙ
会
社
の

当
裁
判
所
は
弁

､ 、

金
四
○
○
万
円
を
も
っ
て
相
当
な
損

経
済
的
信
用
が
減
少
し
た
こ
と
が
認

損
害
の
性
質
上
そ
の
額
を
立

論
の
全
証
拠
．
．
．
［
等

そそ
れ
］
に

一
は
じ
め
に
‐
１
１
本
件
に
お
け
る
争
点
と

本
研
究
の
射
程

甲
乙
各
事
件
ご
と
の
争
点
を
あ
ら
た
め
て
確

認
す
れ
ば
、
甲
事
件
で
の
そ
れ
は
、
退
職
金
請

求
と
の
関
係
に
お
い
て
①
本
件
新
規
程
の
法
的

効
力
（
以
下
、
争
点
①
）
、
慰
謝
料
請
求
と
の

関
係
に
お
い
て
②
本
件
懲
戒
解
雇
の
違
法
性

（
以
下
、
争
点
②
）
の
二
点
で
あ
り
、
他
方
、

乙
事
件
で
は
、
③
Ｋ
お
よ
び
斑
に
よ
る
競
業
会

社
た
る
Ｃ
会
社
の
設
立
行
為
等
の
違
法
性
（
以

下
、
争
点
③
）
が
問
わ
れ
た
と
い
え
る
．

本
判
決
は
、
各
争
点
に
つ
い
て
原
判
決
と
は

異
な
る
言
及
を
し
、
ま
た
争
点
①
お
よ
び
③
で

は
原
審
判
断
に
対
し
て
一
部
反
対
の
結
論
を
下

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
い
ず
れ
の
判
示
に

つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
本
研
究

で
は
、
争
点
②
③
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
触

れ
ず
、
専
ら
争
点
①
に
絞
っ
て
論
じ
る
こ
と
と

す
る
。二

就
業
規
則
の
法
的
効
力
と
労
基
法

に
お
け
る
そ
の
変
更
手
続
と
の
関

係

本
判
決
は
、
争
点
①
を
判
断
す
る
に
あ
た

り
、
判
旨
一
に
お
い
て
、
ま
ず
就
業
規
則
の
法

的
効
力
と
そ
の
制
定
・
変
更
の
際
に
使
用
者
が

な
す
べ
き
労
基
法
上
の
手
続
、
す
な
わ
ち
届
出

義
務
（
八
九
条
一
項
）
・
意
見
聴
取
義
務
（
九

露
Ｉ
研
究
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判
旨
二
は
、

を
、
使
用
者
が

せ
る
こ
と
（
Ⅱ

周
知
す
べ
き
労

|‘

○
条
一
項
）
・
周
知
義
務
（
一
○
六
条
一
項
）

と
の
関
係
に
つ
き
、
一
般
論
を
展
開
し
た
。
そ

こ
で
は
、
使
用
者
に
よ
る
そ
れ
ら
の
義
務
の
不

履
行
は
、
当
該
義
務
規
定
が
す
べ
て
取
締
規
定

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
就
業
規
則
の
効
力
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
旨
判
示
さ
れ
て
い
る
。

右
届
出
・
意
見
聴
取
・
周
知
の
各
手
続
の
履

践
と
就
業
規
則
の
法
的
効
力
と
の
関
係
は
、
判

例
上
、
早
く
も
昭
和
二
○
年
代
中
頃
か
ら
争
わ

れ
て
お
り
、
本
判
決
に
至
る
ま
で
の
裁
判
例
に

お
け
る
判
断
を
個
別
の
手
続
ご
と
に
概
観
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。

ま
ず
、
届
出
義
務
に
つ
い
て
は
、
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
へ
届
け
出
ら
れ
て
い
な
い
就
業

規
則
の
法
的
効
力
は
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
直

ち
に
否
定
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
裁
判
例
の
大

（
１
）

勢
で
あ
る
。
意
見
聴
取
義
務
で
は
、
そ
の
義
務

が
尽
く
さ
れ
な
け
れ
ば
就
業
規
則
の
法
的
効
力

を
否
定
す
る
と
の
判
断
を
示
す
裁
判
例
も
認
め

ら
れ
る
も
の
唾
、
多
数
判
例
は
、
当
該
義
務
の

履
行
如
何
が
就
業
規
則
の
法
的
効
力
に
影
響
を

（
３
）

与
え
る
こ
と
は
な
い
と
解
し
て
い
る
。
最
後

に
、
周
知
義
務
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
朝
日
新
聞
社
事
件
最
高
裁
大
法
廷
判
決

（
最
大
判
昭
二
七
・
一
○
・
二
二
民
集
六
巻
九

号
八
五
七
頁
）
が
存
在
し
、
そ
こ
で
は
、
「
会

社
側
に
お
い
て
た
と
え
…
労
基
法
一
○
六
条
一

項
所
定
の
・
・
・
周
知
方
法
を
欠
い
て
い
た
と
し
て

も
、
こ
れ
が
た
め
同
法
一
二
○
条
一
号
所
定
の

罰
則
の
適
用
問
題
を
生
ず
る
は
格
別
、
そ
の
た

め
就
業
規
則
自
体
の
効
力
を
否
定
す
る
…
理
由

と
は
な
ら
な
い
も
の
と
解
す
る
」
と
説
示
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
最
高
裁
は
、
就
業
規
則
の
法
的

効
力
が
労
基
法
上
の
周
知
義
務
の
不
履
行
に
よ

っ
て
は
否
定
さ
れ
な
い
と
の
立
場
を
明
確
に
し

た
の
で
あ
る
．
以
後
の
下
級
審
の
判
断
に
は
、

最
高
裁
の
か
か
る
立
場
に
依
拠
し
た
と
解
さ
れ

（
１
）

る
も
の
が
存
在
す
る
。
以
上
、
述
べ
て
き
た
こ

と
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
裁
判
例
の
多
く
は
、
労

基
法
上
の
就
業
規
則
変
更
手
続
で
あ
る
届
出
・

意
見
聴
取
・
周
知
の
各
義
務
の
不
履
行
と
就
業

規
則
の
法
的
効
力
と
の
間
に
何
ら
の
関
連
性
も

有
し
な
い
、
い
い
か
え
れ
ば
、
労
墓
一
法
所
定
の

右
諸
手
続
の
履
践
は
、
就
業
規
則
の
効
力
発
生

要
件
に
は
あ
た
ら
な
い
と
の
立
場
を
採
用
し
て

き
た
と
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
判
旨
一
は
、
そ
の
内
容
に
照

ら
す
と
、
右
で
確
認
さ
れ
た
従
来
の
裁
判
例
に

お
い
て
主
流
を
な
す
立
場
を
踏
襲
し
た
も
の
と

（
５
）

評
価
で
き
る
。
な
お
、
判
旨
一
は
、
か
か
る
立

場
を
採
用
す
る
根
拠
と
し
て
、
届
出
・
意
見
聴

取
・
周
知
の
各
義
務
規
定
の
「
取
締
規
定
」
性

（
６
）

を
挙
げ
て
い
る
。

三
就
業
規
則
の
効
力
発
生
要
件
と
本

件
新
規
程
の
法
的
効
力

続
く
判
旨
二
に
お
い
て
、
本
判
決
は
、
使
用
者

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
就
業
規
則
が
、
い
か
な

る
条
件
が
整
っ
た
と
き
に
実
際
に
労
使
を
拘
束

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち

「
就
業
規
則
の
効
力
発
生
要
件
」
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
右
一
一
で
確
認
さ
れ
た
よ

言
及
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
広
く
従
業
員
一

般
」
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
何
ら
か
の
」
あ
る

い
は
「
適
宜
の
」
方
法
で
足
り
る
と
解
し
た
。

も
っ
と
も
、
か
か
る
内
容
は
、
本
判
決
が
自

ら
打
ち
立
て
た
新
た
な
基
準
・
見
解
と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
、
あ
く
ま
で
も
従
来
の
裁
判
例
の

蓄
積
に
立
脚
し
た
も
の
と
い
え
る
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
は
、
二
で
確
認
し
た
従
来
の
多
数
裁

判
例
も
含
め
、
右
要
件
・
範
囲
・
方
法
の
三
点

に
つ
い
て
触
れ
た
こ
れ
ま
で
の
下
級
審
の
判
断

の
な
か
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
柄
だ
か

（
８
）

ら
で
あ
る
。
な
お
、
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、

労
基
法
一
○
六
条
一
項
所
定
の
そ
れ
に
限
定
さ

れ
な
い
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

お
そ
ら
く
、
判
旨
一
で
「
労
基
法
所
定
の
周
知

手
続
」
の
履
践
ま
で
は
就
業
規
則
の
効
力
発
生

要
件
と
し
て
求
め
得
な
い
と
し
た
点
と
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
労
働
者
へ
の
「
周
知
」
を
そ
の
要

件
と
解
し
た
点
と
の
一
貫
性
を
追
求
し
た
結
果

と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
判
旨
二

は
、
判
旨
一
に
お
け
る
論
点
と
の
連
続
性
を
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
従
来
の
下
級
審
判
例
を
踏

ま
え
て
、
就
業
規
則
の
効
力
発
生
要
件
に
関
す

う
に
、
労
基
法
上
の
就
業
規
則
変
更
手
続
た
る

各
義
務
の
不
履
行
が
そ
の
法
的
効
力
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
争
点
①
を
判
断
す
る

に
あ
た
っ
て
最
も
問
わ
れ
る
べ
き
点
と
な
る
。 Ｉ

就
業
規
則
の
効
力
発
生
要
件

そ
れ
を
労
働
者
に
対
し
て
知
ら

．
（
７
）

周
知
）
と
捉
え
、
羊
・
の
上
で
、

働
者
の
範
囲
と
そ
の
方
法
に
も

る
一
般
論
を
展
開
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
の

で
あ
る
。

最
後
に
、
判
旨
三
は
、
判
旨
二
が
提
示
し
た

一
般
論
の
本
件
へ
の
適
用
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
、
Ｙ
会
社
が
従
業
員
に
対
し

て
本
件
新
規
程
を
全
く
周
知
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
事
実
（
事
実
の
概
要
三
参
照
）
を
主
た

る
根
拠
に
、
Ｘ
ら
に
対
し
て
当
該
規
程
の
効
力

が
及
ば
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
結
論
は
、
労
働

者
に
対
す
る
周
知
を
就
業
規
則
の
効
力
発
生
要

件
と
解
す
る
判
旨
二
を
前
提
と
す
れ
ば
、
当
然

の
帰
結
と
い
え
る
．
た
だ
し
、
当
該
要
件
を
欠

い
て
い
た
た
め
に
、
本
件
新
規
程
自
体
が
無
効

で
あ
る
と
は
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
確
認
し

（
９
）

て
お
く
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

四
お
わ
り
に
１
１
本
判
決
の
意
義
お
よ
び

そ
れ
に
対
す
る
評
価
等

以
上
、
争
点
①
に
関
す
る
本
判
決
の
判
断
を

検
証
し
て
き
た
。
評
者
は
、
本
件
を
処
理
す
る

限
り
に
お
い
て
各
判
旨
の
内
容
は
い
ず
れ
も
妥

当
で
あ
っ
た
と
解
す
る
。
確
か
に
、
本
判
決
の

一
般
論
と
し
て
の
説
示
は
、
そ
の
内
容
・
趣
旨

に
お
い
て
、
従
来
の
裁
判
例
に
大
き
く
依
存
す

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
次
の
三
点
、
す
な
わ
ち
①

二
お
よ
び
三
で
検
討
さ
れ
た
い
ず
れ
の
論
点
に

お
い
て
も
、
従
来
の
裁
判
例
の
多
く
が
一
般
論

を
明
確
に
提
示
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
②
そ
の

判
断
の
ほ
と
ん
ど
が
地
裁
レ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
③
学
説
で
は
、
当
該
論
点
に
つ

い
て
今
な
お
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
こ
麺
に
徴
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す
れ
ば
、
高
裁
レ
ヴ
ェ
ル
で
本
判
決
が
下
さ
れ

た
こ
と
の
意
義
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

と
は
い
え
、
本
判
決
が
本
件
と
同
種
の
紛
争

の
解
決
に
対
す
る
予
見
可
能
性
を
十
分
に
与
え

た
か
と
問
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
否
で
あ
ろ
う
。

本
件
と
の
関
連
で
ま
ず
一
点
指
摘
す
れ
ば
、
Ｙ

会
社
は
本
件
新
規
程
を
い
つ
ま
で
に
周
知
し
て

い
れ
ば
、
そ
れ
を
Ｘ
ら
に
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
判
決
と
原
判
決
に

は
、
そ
れ
に
関
す
る
言
及
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は

（
、
）

な
い
。
ま
た
、
評
者
の
右
疑
問
を
突
き
詰
め
れ

ば
、
就
業
規
則
の
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
る

「
周
知
」
と
、
使
用
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

就
業
規
則
が
具
体
的
に
い
つ
の
時
点
か
ら
労
使

を
拘
束
す
る
か
、
と
い
う
そ
の
効
力
発
生
「
時

期
」
と
の
関
係
如
何
も
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ

（
眼
）る

・
本
判
決
・
原
判
決
は
も
ち
ろ
ん
、
従
来

の
裁
判
例
や
学
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
。
右
で
指
摘
し
た
点
は
、

就
業
規
則
の
法
的
効
力
が
争
わ
れ
た
場
合
に
明

ら
か
に
す
べ
き
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
争
点
②
③
に
つ
い
て
一
言
し
て
お

き
た
い
。
ま
ず
前
者
で
あ
る
。
Ｙ
会
社
に
お
け

る
就
業
規
則
上
の
懲
戒
手
続
や
過
去
の
懲
戒
事

例
等
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
本
判
決
摘
示
の
事

実
の
み
に
基
づ
い
て
、
本
件
懲
戒
解
雇
が
権
利

の
濫
用
に
あ
た
ら
な
い
と
は
断
言
で
き
ず
、
そ

の
意
味
で
、
慰
謝
料
請
求
を
棄
却
し
た
本
判
決

の
結
論
（
甲
事
件
判
旨
四
）
に
は
疑
問
が
あ

る
。
ま
た
、
争
点
③
に
関
す
る
判
断
（
乙
事
件

判
旨
）
に
も
疑
問
が
残
る
。
そ
の
主
た
る
理
由

は
、
賂
の
誠
実
義
務
違
反
等
に
基
づ
く
Ｙ
会
社

の
損
害
額
の
算
定
に
あ
た
り
、
Ｙ
会
社
の
過
失

の
有
無
（
民
法
四
一
八
条
．
七
二
二
条
二
項
参

（
邸
）

照
）
が
認
定
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

〔
追
記
］
本
稿
脱
稿
後
、
本
判
決
を
評
釈
し
た
細

谷
越
史
・
民
商
法
雑
誌
一
二
一
巻
一
号
（
一
九
九
九

年
）
二
三
頁
に
接
し
た
。

（
１
）
南
都
交
通
事
件
・
大
阪
地
判
昭
三
三
・
五
・

九
労
民
集
九
巻
三
号
二
六
六
頁
、
コ
ク
ョ
事
件

［
控
訴
審
］
大
阪
高
判
昭
四
一
・
一
・
二
○
労
民

集
一
七
巻
一
号
二
七
頁
、
太
洋
興
業
事
件
・
大
阪

地
判
昭
五
八
・
七
・
一
九
労
判
四
一
五
号
四
四
頁

等
の
ほ
か
（
以
上
、
民
事
）
、
大
阪
高
判
昭
四

一
・
四
・
二
○
判
夕
一
九
六
号
一
八
三
頁
（
刑

那
）
も
参
照
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
茶
消
染
色
邪
件
・
名
古
屋

地
判
昭
三
八
・
二
・
四
労
民
染
一
四
巻
一
号
一
九

頁
は
、
届
出
を
就
業
規
則
の
効
力
発
生
要
件
と
捉

え
る
。

（
２
）
東
洋
精
機
事
件
・
神
戸
地
尼
崎
支
決
昭
二

八
・
八
・
一
○
労
民
集
四
巻
四
号
三
六
一
頁
、
片

山
工
業
事
件
・
岡
山
地
判
昭
四
○
・
五
労
民
集
一

巻
三
号
四
一
八
頁
等
を
参
照
．

（
３
）
塚
本
商
事
機
械
事
件
［
控
訴
審
〕
大
阪
高
判

昭
二
八
・
六
・
一
一
二
労
民
集
四
巻
四
号
三
五
三

頁
、
大
阪
日
日
新
聞
社
事
件
［
控
訴
審
］
大
阪
地

判
昭
四
二
・
三
・
二
七
労
民
集
一
八
巻
二
号
二
二

八
頁
等
の
ほ
か
、
直
近
の
判
断
と
し
て
シ
ン
ワ
事

件
・
東
京
地
判
平
一
○
・
三
・
三
労
判
七
四
七
号

八
九
頁
［
要
旨
の
み
］
も
参
照
。

（
４
）
広
島
厚
生
事
業
協
会
事
件
［
仮
処
分
原
審
］

広
島
地
決
昭
三
六
・
一
・
一
九
労
民
架
一
二
巻
一

号
九
頁
、
高
橘
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
事
件
・
大
阪
地
判

昭
四
五
・
一
○
・
九
判
時
六
一
七
号
九
三
頁
等
の

ほ
か
、
直
近
の
も
の
と
し
て
関
西
定
温
運
輸
聯

件
・
大
阪
地
判
平
一
○
・
九
・
七
労
判
七
四
八
号

八
六
頁
も
参
照
．

（
５
）
な
お
、
こ
れ
と
同
旨
の
有
力
学
説
と
し
て
、

石
井
照
久
『
新
版
労
働
法
〔
第
三
版
］
＆
（
弘
文

堂
、
一
九
七
三
年
）
一
三
四
頁
以
下
が
あ
る
。

（
６
）
か
か
る
根
拠
も
、
そ
の
言
及
は
極
め
て
限
ら

れ
て
い
た
と
は
い
え
、
従
来
の
裁
判
例
の
な
か
で

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
拝
島
自
動
車
教
習
所

事
件
・
東
京
地
判
昭
三
九
・
一
○
・
二
○
判
夕
一

六
九
号
一
一
○
三
頁
、
日
本
大
学
事
件
［
控
訴
審
〕

東
京
高
判
昭
五
七
・
五
・
二
六
判
夕
四
七
六
号
一

五
六
頁
等
を
参
照
。

（
７
）
な
ぜ
周
知
が
必
要
か
と
い
う
点
は
、
は
っ
き

り
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
判
旨
二
の
文
言
か
ら
推

察
す
れ
ば
、
労
働
条
件
を
実
質
的
に
決
定
す
る
就

業
規
則
が
労
働
契
約
関
係
の
一
方
当
事
者
で
あ
る

使
用
者
の
手
に
よ
っ
て
の
み
作
成
さ
れ
る
た
め
、

他
方
当
那
者
で
あ
る
労
働
者
に
そ
の
内
容
を
知
ら

し
め
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
例
え
ば
、
前
掲
・
広
島
厚
生
事
業
協
会
事
件

決
定
、
前
掲
コ
ク
ョ
事
件
判
決
の
ほ
か
、
平
中
鉄

工
所
事
件
・
神
戸
地
判
昭
三
七
・
五
・
一
四
労
民

集
一
三
巻
三
号
六
三
○
頁
、
日
産
自
動
車
事
件
・

東
京
地
判
四
五
・
三
・
二
七
判
時
六
○
五
号
九
一

頁
等
も
参
照
。

ま
た
、
「
使
用
者
の
周
知
」
で
は
な
く
、
「
労
働
者

が
就
業
規
則
の
存
在
・
内
容
を
知
り
、
も
し
く
は

知
り
得
べ
き
状
態
に
あ
る
こ
と
』
を
当
該
要
件
と

解
す
る
も
の
も
あ
る
．
三
田
精
機
事
件
・
東
京
地

決
昭
三
○
・
六
・
三
○
労
民
集
六
巻
三
号
三
一
六

頁
、
猪
高
学
園
事
件
・
名
古
屋
地
判
昭
五
八
・
五
．

一
一
三
判
夕
四
九
八
号
二
一
七
頁
の
ほ
か
、
直
近
の

も
の
と
し
て
、
新
日
丞
証
券
事
件
・
東
京
地
判
平

一
○
・
九
・
二
五
労
判
七
四
六
号
七
頁
も
参
照
。

（
９
）
判
旨
三
は
、
本
件
新
規
程
が
そ
の
効
力
発
生

要
件
を
欠
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
く
ま

で
も
Ｘ
ら
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
法
的

拘
束
力
を
否
定
す
る
、
い
わ
ば
相
対
的
無
効
の
立

場
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
当
該
塊

規
程
が
Ｘ
ら
の
退
職
後
に
周
知
さ
れ
た
結
果
、
そ
一

の
他
の
従
業
員
と
の
関
係
で
は
有
効
と
判
断
さ
れ
号２

た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

（
、
）
当
該
論
点
に
関
す
る
現
在
の
学
説
状
況
を
概
轄

観
し
た
も
の
と
し
て
、
安
枝
英
誹
Ⅱ
西
村
健
一
郎
需

匂
労
働
基
準
法
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
六
年
）
一
一
一
律法

九
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
ｕ
）
本
判
決
で
は
「
本
件
懲
戒
解
雇
日
ま
た
は
Ｘ

ら
の
退
職
指
定
日
ま
で
に
」
（
事
実
の
擬
要
三
参

照
）
、
原
判
決
で
は
「
［
本
件
懲
戒
〕
解
雇
の
意
思

表
示
を
発
す
る
以
前
」
（
労
判
七
二
号
四
八
頁

二
段
目
五
行
目
）
と
解
さ
れ
で
い
る
よ
う
で
あ

る
。
両
者
は
、
一
致
す
る
部
分
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
子
生
国
解
雇
の
場
合
を
想
定
す
る
と
明
ら

か
に
時
間
的
な
差
異
が
生
じ
る
。

（
勉
）
例
え
ば
、
周
知
方
法
が
識
じ
ら
れ
た
と
き
に

就
業
規
則
の
効
力
が
生
ず
る
と
解
す
る
立
場
が
あ

る
（
前
掲
・
コ
ク
ョ
事
件
判
決
等
。
同
旨
の
学
説

と
し
て
、
下
井
隆
史
同
労
働
基
巡
法
［
第
二
版
〕
』

（
浦
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
二
六
七
頁
）
。
か
り

に
、
使
用
者
が
そ
の
発
効
日
（
Ⅱ
適
用
開
始
日
）

を
周
知
日
と
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
設
け
ず
に
同
日
に

し
た
場
合
、
右
の
立
場
を
厳
密
に
捉
え
れ
ば
、
労

働
者
は
、
そ
れ
を
了
知
で
き
る
状
態
に
お
か
れ
る

以
前
に
、
当
該
就
業
規
則
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。

（
過
）
少
な
く
と
も
、
評
者
に
は
、
Ｙ
会
社
が
Ｘ
ら

の
Ｃ
会
社
設
立
に
よ
る
損
害
を
必
要
最
小
限
に
く

い
止
め
よ
う
と
す
る
努
力
・
措
置
を
尽
く
し
た
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
斜
酌
し
う
る
の
で
あ

れ
ば
、
過
失
相
殺
が
成
立
す
る
余
地
は
十
分
に
あ
ゾ

ろ
う
。

な
お
、
一
九
九
八
（
平
成
一
○
）
年
一
．
副
『
し
牌

日
施
行
の
新
民
訴
法
二
四
八
条
に
基
づ
く
労
働
事

件
に
お
け
る
損
害
賠
悩
額
の
認
定
は
、
本
判
決
が

初
め
て
の
蛎
案
と
思
わ
れ
る
．

（
な
か
う
ち
．
さ
と
し
北
九
州
大
学
専
任
誹
師
）




